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り この名称は， 71-72年に中部イタリアで組織された職工団 Fascioopera胞のような初期労働
組合のそれを踏聾したもりと思われる.

















家の権力構造との特殊な関連。 γ チリアは， ヒロエ"'0/テと並んで統一困家に最
も多〈の政治的指導者を提供L台地域であった"01874年の選挙における新左
派 SinistragiovaneのVチリ 7での大勝は右派政権の倒壊 (76年〉の引き金と
ヨザヲ
なり，以後，左派政権〔初代農相はシチリア人〕の下で北部勢力と南部の「郷
3) G. Procacci，晶oriadegli italiani， Bari 1968， pp. 438ー岨9。1888-94年四時期 G. Luzzatto. L'ec由問団aitaliana dal 1R(i7. al 1894， Torinn 19回，
pp. 177 sgg 





を図札農村の過剰人口を処理しよう左するものであった。なお G.Candeloro， Sto内 'ade11' 
ltaliaの悶derna，VI， Milano 19723a， pp. 179-468も参照。
6) A. GrarnscI， 11Risorgimenι0， Tor皿.01949， p.99; Iu.，“Akuni tcmi della qUilSLiυne 
meridionale "， in La questione meridionale. a cura di F. De Felice e V. Parlato， Roma 
197'ぴ&， p. 153 C6堂清愉編『グラムシ問題別選集』第4巷， 19昨年 212-13へー ジ〉。
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7) アγ トニオ ラプリオ ラの高い評価は有名であるが (V.Geロatana，“Realta句 compiti
del movimento s回 alistain Italia nel pensiero di Antonio Labdora"， Annali delllstituto 
G. Felt門前li，1973， pp. 600-fi07書照L グりスピと被ぷ政府要人目サン シュリアー ノも次
のようにいう白 「現今のような国民生活。危機の時代にあって，政府と議会に課せられた諸問題
のうち最も重式で最も難しく最も急を要する問題のlつは，疑いもな(.ジチリア問題であるJ
(A. di. San Giuliano. Le 回 ndizionip問 S問 tidellaふ"cilia，Milano 1894， p.3) 
") 前注b)の文献と撞注18)のI献を書照.


















9) F. Engels， "Die kunftige italienische Revolution und die Sozialist出 hePartei "，MEW， 






Cfr. A. Gerschenkron.“Notes on the Rate of lndustrial Growth in Italy， 1881-1913 "，
in Economic Backre;山 dness同 HistoricalPerspekti日.New York， 1965， pp. 72-89; R 
Romeo，“La nvoluzione industriale dell' eta giolitt羽田".in La formazione dell' ltalia 
industriale， a clIra di A. Caracciolo， Bari 1969， pp. 115-33 
12) E. J. Hobsbawlll， Pl間叫tiveRebels. Studies in Archaic For明 ，of品 cialMovement 
in tla 19th und 20th Ce/;山 .fries，N~w .York 19(i39a， pp. 93-107 
13) K. Marx， "Sizilien u. die Sizrlianer，“ MEW， Bd. 15， S.43-45 (邦訳全集第15巻.40-43 
へジ〕参照w














本稿は，上~の二重叩視角に基づき Iシチリア .7 ァッシの反乱」のもつ
問題士，まずその背京をなすこの島の農業構造の面から分析しようとする研究
14) とりあえず院の文献を参照されたい。 J.S. McDonald，“Agricultural Organization， Migr 
ation and Labour Militancy in Rural Italy，" Economic Histoη ReVi目的 vol.XVI， No 
1， 1963， pp. 61-75; W. D. Preyer. Die Arbeits-u. Pachtg.問。“e町 chaftenItaliens， Jena 
1918， S. 59-88 u. 108-46 
15) 後に人民党¢党首となる司祭ストゥルツォらによる2C世組初頭の γチリアでの，北原敦民りい
う「下からのキリスト韓民主主義運動J (轟回融郎編『イタリア史J.1肝ち年， :136へ のとフ
アッシとの関連はまだ解明されていない。
16) Cfr. S. M. Ganci， "L'autononllsmo siciliano durante H fa田::lmo"， in 1l fa回 smoe 
le autonomie locali， a cura di S. Fontana， Bologna 1973， pp. 253-99 





いることを見ない無謀な計画だとして，排撃する (A.Sartorius v明TaltGrshausen， Die Sizi 
lianische Agra門Jerfassung聞 dihre Wandlung，四 ，1780-1912， Leipzig 1913， S.220 . . 
27 u. 320-37). r最地個人主義JCD貫撒以笹V.寄生がJ大士地所有Jatifondoと零細な土地所有-・=経営 minifondoとの相宜規定の構造， ζれを揚棄する可能性は何であったか，それは現実に
存在していたか，ということが，木研究自問題関心。lつである。











私的な農村調査(L.Franchetti.S. Sonnino， lnchiesta in Sicilia， 2vol.， Frenze 1877.) 
と， 1885年に刊行された最初の全国的農業調査報告 (A. Damiani， Atti della 
Giunta per l' Inchiestほ唱団円ae 即日'econdi:aoni della c!(即日曜ricola，vol. XIII， 
5 fasc.， Roma 1885.) とが"りある程度，土地構造の変遷と実態をも伝えており，
また， 1907年に実施され， 191日年に公刊された(対象を南部に限定した)2度目の
議会調査は， 乙の問題を詳細に論述している (G.Lor印 zoni，Inchiesta parlamen-
tare sulle contad.J訓 nellepro四 noeme円'dionalie nella Sicilia， vol. VI， 2vol.， Roma 
1910)。 Lたが勺て， この 3つの報告， とくに最後りものが， 本稿の基本史料
となる初〉。
18) Cfr. M. G. Rossi，“1 f:asci siαli四 itra rnovime出 '0 operaio e questione meridionale "，
Studi Storici， Ann. XVI， N. 1， 1975， pp. 243-48 
19) シチリア選出の上院議員であり，ディ ルデイエイとつながる保守主義者であるタミア ニに-・よる報告は，農学的側面に比詳しいが，生産関係酉ないし社会ー経済的側面の追究を回避しよう
とする傾向をもっ。 Ch品oriadel parla.i.ento italiano， vol. XVII: L'incmesta Jacini， 
R C.IlT丹市 0_Novacco， Palermo 1963， pp. 116-26 e 137 





す事項に関してはまさに批判の対象となるa 一方.E. Sereni， Ic時italismonelle campagne 
(1860-190)， Torino 1947，は， 概説とはいえ，ロ νンツォ ニの視角から離れて封曹制から-・資本主義への移行ないし資本主義の農村部への置透という視角から，こり3つの史科を比較対¥


























「資本家Jr資本家的経営」などの主要範晴が即近代的なものとして措定され，彼のいう「封建-遺湘tiresidui feudaliJ 之の相互関部および商品窪済の型の問題が看過されていること。 く1田8
年の第2版!と拠る。 pp.:48-61， 204， 224-25， 255-58， 276→81. 31-535 ecc.) 
21) M. Aymaru-H. Dresc，“Ploblemi di storia dell' iriscd回 nentonella Sicilia llledievale e 
moderna， 1100-1800てQuad旨円切 S白河ci，N. 24， 1973， pp. 946-54. 
19世紀末のシチリアの土地所有構造 (227) 95 
立したものと推定される。領主は， まず， 領主裁判権(民事裁判権と上級，下級
の刑事裁判権〕をもっ。逃亡農奴追求権を含むζの「一門的支配権 ffieroe rnisto 















権 usiciviciを認めることによって入植者を確保し， そして， 種穀，役畜，
食料用穀物の貸与を前提に，本領地の穀物栽培に充用される部分を分割して入
植者に小作させ， 現物地代 terragioo. terraticoを得ょうとした。 16世紀初
頭D穀物貿易の公認および海岸部での治安不安によっτ1ι-17世紀にピークを
迎えるこうした内地植民は回， 一方では，丘陵に数千人が密居集住する大集落
grossl ccntnを一般化させ，他方では，狭義のラティフ yディウム latifondo，
すなわち，領主本領地経営を牧畜部門と耕作部門に 2分L-，農場管理人 ammini.
statoTe と武装した監視人層の「鞭の力」の下で，前者には常雇労働力を用い，
22) Ibid.， p.949. 
23) SartOTitlg v. Waltershan町 n，噌 cit.，S. 139-57 
24) M. Aymard-H. Bresc， op. cit. pp. 956-67. 
25) lbid."pp. 967-76; G. Salvioli， "Le Colonzzaaorn in Sicilia nei S巴coliXVI e XVlI "，
ViertelJahrschrift fur Sozial-u. Wir[s(、haftsgeschichite，Bd. 1， 1903， S.70τ8 



























27) Sartorius v. Waltershausen， op. cit.， S.121なお (impero)cr帝国J)は裁判管区生成レ
(pae目)(，.担国J)は農民集落，を指す.
28) lbid.， S. 152-57 ノ
29) R. Romeo， IRis町田市entoin Sicilia， Bari 19733'， pp. 17却
30) lbid.， pp. 182-83; G. Salvioli， op αt.; Id.，“L'origine degli usi civid in S山 liaヘ
R;官 sta1臼 lianadi Sociologia， Ann. XIIT， 1909， pp. lfi4-79-; Sartorius v. Walte四
hausen，噌 αt.，S. 158-62. 













ト gabellotoJ と呼ばれるこうした大借地農の出自は. I特権的」農民層とポノレ







31) Sartorius v. Waltershausen， otαムS.138-52なお，郷紳層の出自に関してアラプの時代
以来町平v;，委主連占小土地保有者とする説がある (G. Salvioli，“Il vil皿a皿 ioin Sici1a e 
1a sua abolizione"， Ri'[心taItaliana di品百品問ia，Ann. VI， 1'902， p. 37町 が，こ
うした層が植民請負人とな払そ¢代償として官吏の職とさらなる免租地を得たと考えてよかろ
う。
32) lbid.， S.126-38 u. 163-67; Romeo， oj.抗日t.，pp.21-32. e 114-31 これに関連Lて. I第三
世界論者」の 人 A.カル円の，市場目当ての生産，所有と経営¢分離，賃労働の雇用という事
実をもって農業資本主義が成立したとする説 (E.M.: Capecelatro-A. Car1o， Contro La (Que-




























33) 18世紀末，シチリアに存在した 365のコムー ネのうち 288，総人口の約%が諸侯の支配下に
あ勺たロ lbid.. S. 122. 
34) Ibid.， S. 175-78. 
35) D. Mack Smith，“The Peasants' Revolt of Sicily in 1860"， in及udi.in ono同 4
Gl~no Jmzzattn， vol. nI. Milano 1950， p. 203韮温は不明【
36) Romeo，o.盟D.cit.， .pp. 176-82 e 192 

























37) Franchetti， 0ρ cit.， reprint 1974， pp. 67-73 
38) Romeo，。ραt.，p. 182 
39) E. Carnevale，“ I demani e gli usi civici in Sicilia" in Inchiesta tarlamenta問.1， pp 
258-82. 
40) Romeo. opα，t.， pp. 185-202 
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売。①各購入者の取分は原則として 10haだが. 100 ha以下ならば経営能力
に応じてそれを上回ってもよいこ正。③年賦の即時償景ヲソンニーノはいう，
「教会所領はほぼ例外な〈富裕な土地所有者の手に渡った。土地がさほど細分




“Societa ed economia in Sicilia nell' eta del Risorgimentu，" Giornale degli Economisti， 
Ann. Xl， 1952， pp. 167-加
42) A. Di Rudini，“Terre incαte e latifondu"， Gior. d. Econ.， Ann. X， 1895， p.164 





































44) 晶、，nnJnu，O.ρσt.， pp.286-87 
45) lnchiesta agraria， fasc， IV，の各郡の報告に基づ((pp.13，26，32，47.67，80，91，116 ecc.) 




②カルタニッセッタ，ジノレジ ~Yティでは入会地はほぼ消滅していること n ③




113.8353 1，301.0207 643.3714 
2，189.60 181.8551 461.5163 





321.9822 3，609.3521 1，79fi.2S90 
14.1091 
873.9104 783.6124 167.1921 
120.2297 
8.3711 2，093.4374 194.1557 
241.29 100.30 
γチりアA-トB+C 6，689.2315 17，797.7264 9，033.0757 
注 1) A: 1889年， B: 1890-94:年， C: 1895-1907年
2) 内閣の認可によってはじめて効力をもっ，暫定的な分割地































ファッシの反乱以前に残存していた入会地は約8万 haN (島の総面積の 3%以
46) lbid.， fasc. 1， p.103. 



















領は 1万5551件 16万37日7haが永小作地として 1方2027人に譲渡され， この
他に 9785件 3万7574haの国有財産が売却された51)。そのうち 9万 ha余が
どの階層に獲得されたかをみると〔第 2表l.Y，が大土地所有者の手に.%が中
規模土地所有者の手に渡り，小土地所有者が獲得したのは僅か7%にすぎなか
47) lbid.， fa記 .IV，ρasszm
46) Iuid.， fasc. 1. p. 165 





51) lncmesta agraria， fasc. 1. pp. 79-89. 





カノレタニザセッタ 16，053.0266 3，580.8345 265.64 19，899.5011 
カターニア 10，口830058 7，804日924 1，359.8口45 19，246.9627 
ジ/レ‘Yェンティ 1，896.7654 1，767.9272 251.9121 3，916.5947 
メヅシーナ 924.3185 2，219.5272 472.5741 3，616.4198 
ノ、 ν ノレ モ 6，977.0837 2，237.3498 2，372.6690 11，587.1025 
シラクーサ 2，440.4499 2，992.4113 1，240.9378 6，673，7990 
ト市ラノ4 ニ 9，713.6825 16，942.7874 859.2244 27，521.6943 
γ チ リ ァ 148醐凶| 6，822.7619 1 92，462.0141 
注 1) 2001.以上， 2) 20-200 ha. 3) 20 ha以下。







課土税地収の益 6，000リフを上回る ラティフ γ率デ
県 登記面積
積 ha 1 割 合%
ィウム白比
面
カノレタニッセッタ 322，864.92 183，300.72 56.77 + 15.1 
カターニア 487，414.61 187，自37.88 38.54 + 7.8 
ーンルジェソナイ 290.016.81 124，144.45 42.80 + 11.6 
メッシーナ 257，137.69 103，891.07 38.89 + 20.0 
ノ、 レ ノレ 弓壬 487，763.87 199，352.35 40.07 
シヲグーサ ~:J3 ，9R6.77 143，838.88 43日7 十 20.2
トゥラパニ 224，199.55 63，997.93 28.55 + 8.4 
シ チ リ 2叫 28.72 I 1附問勾 141.69| + 12.0 
[出典JInchiestaρarl.副 'llentare，1. p 田8から作周L
19世紀末のシチリアの土地所有構造 (237) 105 
200ha以上のラティフ γディウムの比率を示すもので〔第4，5表)，それによ
第4表 200ha以上のヲティフンディウム れば，僅か 787家族が平均
自分布一大土地所有の比率 (2)ー
群 |所有者J各群の総帯|割合%
I 200-1，000 ha 614 335，031.35 13.9 
n 1，000-2，000 ha 103 140，498.87 5.8 
皿 2，000-4，000ha 51 132，444.35 5.5 
N 4，000 ha以上 19 109，754.59 4.5 
シチリ ア 787|717，729.16 I 2 
[出典 Inchiestaparlamentare， 1.p. 362から作成。
第5表 200ha以トのラティフンディウ
ムの県日Ijjt布
以上の県 I ~~…00 ha J;，(.l=)  
単位 i総面積 haI割合%
カノレタニッセッタ 267 134.807.15 41.7 
カターニア 258 149，749.62 30.7 
ジルジェ γ ティ 155 90，436.04 31.2 
メッシーナ 71 50，394.24 18.9 
ノ、 レ ノレ モ 376 170，732.61 35，0 
シラクーサ 161 76，316.40 22.9 
トヮラバニ 112 45，293.10 20.2 
シ チ リ 7 I四 I717，729.161 29.7 
























52) Inchiesta parlan附 ，ta問.1， p. 113 
53) lbid.， 1 pp. 344-60 
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54) Sonnino， op. cit.， pp. 12-13 
55) lbid， pp. 26-27 
56) lncmesta agraria， fasc. II， p.570 
57) Sonnino， op. cit.， p.28 
58) Inchiesta parlamentare， 1， p.232 




























59) ラティフンディウム(農場単位としては「マッセ りア masseriaJと"i'.!e)は通例農民集落
から 4-15km離れたところにあることに注意。集落周辺4km以内に集中するこうした中規模所
領では穀物耕作と葡萄やオリー グなどの栽培とが別個に行なわれ，穀作地D借地料(農民の借地
規模は 3-10ha)は相対的に高かった。 Sonnino，o.ραt.，' pp. 61-66， 71ー73
60) Inchiesta agアmia.fasc. 1， pp. 128-29. 
61) Franchetti， otαt.， pp. 187-207; Inchiestaρarla四四担問， 1，' pp. 113， 232. 235 



























62) lnchiesta parlamenta問， 1， pp. 467-73 
63) lbid.， 1， pp. 113 e 232 
64) 集落近郊は fondocensito t早ばれる CIbid.，p. 111)。そのうち%の土地は郷紳層の所有と
推定さ札る (Sartoriusv. Wa1tershausen， op. cit.， S. 114) 
65) lbid.， 1.p. 231 ; Sartorius v. Waltershansen， 0.ψ.' cit.， S.75ー78
66) lnchi出 taa;:;:ra円'a，fasc. IV ρaSSlnτ 













方， 1906年の調査では，農地は 79万6159筆，課税収益が 6，000リラをと回る土
地はそのうち 2，544筆， その総額は全体のy.弱，であった。これを1858年の状










67) 1858年の数植は Giornalediδtatistica，2'serie， Ann. V， 1864， cit. 'da Romeo，φ czt.， 
pp. 190 e 19. 1901年りそれは，lnchiesta parlamentare， L pp. 236-37. しかし，両調企は
コムー 不別の集計であるためす大土地所有とその収益は過小評師され，逆に小土地所有は過大評
価されている。





























68) G. Bruccoleri， ，・ Unpo' di luce sulla distnbuzione della proprieta in Sicilia，" G岬 r.d. 
Econ.， Ann. XXVIII， 1913， pp. 110-11 ところで総額1万リラ以上の抵当は登録者の5・3
同にすぎなかった。しかも全局の負債総額は住民l人当りにすると全国日位である。
69) Inchies.臼 agraria，fasc. I， pp. 63 e 177 折りしも農業恐慌 (8時 12且-98年3の渦中にあ
って，農民は土地を得たとたんにそれを手放きなければならなかったわ円である.
70) 他にはテ リアとザルデーニャがシチリアと同様の傾向を示すo Bruccoleri. o.ρ cit.. pp. 105 
←06 
































絶対王制の構造~ 1田3年， 25-29ベ ジ参照。





















であったことは，多分に示唆的である。 Cfr.Hobsbawm. o.ρ. cit. pp. 30-56 
